
 

 

シラバス集 
 

 

 

 

 

マロニエ医療福祉専門学校 

看護学科 1 年 

 

2026 年度 



 

 

授業科目名 ① 実務経験講師 ③ 

担当教員名 ② 実務経験 ④ 

開講年度 ⑤  年度 学  期 ⑦ 

年  次 ⑥  年次 授業回数 ⑧   回 

単 位 数    単位 単位時間数    時間 

授業科目の概要 ⑨ 

授業科目の到達目標 ⑩ 

 

授業スケジュールと内容 

回 内   容 授業方法 課題／小テスト 

1    

2    

3    

4    

5    

6    

7    

8    

9    

10    

11    

12    

13    

14    

15    

 

使用テキスト ⑫ 

参考書・資料 等  

この授業科目の前提と 

なる主な科目 

 

この授業科目から発展 

する主な科目 

 

成績評価の方法 
 

 

その他 

受講生への要望等 

 

 

① 授業科目名 

② 担当教員名 

担当する主な講師の氏名です。氏名の前の番号は「実務経験（④）」に対応しています。 

③ 実務経験講師 

講師に担当する科目に関係する実務経験がある場合、「○」がついています。 

実務経験とは・・・資格をもっているだけではなく、実際の施設等で資格を活かして働いた経験がある 

ということ。 

※一部を除き、違う学校で同様の科目を教えている等の教員経験は実務経験に含まれません。 

④実務経験 

担当講師の実務経験内容を簡単に記してあります。 

⑤開講年度 

⑥年次 

授業を受ける学年です。 

⑦学期 

前期 ・・・4月～9月 

後期 ・・・10月～3月 

通年（全期）・・・1年間を通して、もしくは前期～後期にかかるどこかの期間で 

⑧授業回数 

⑨授業科目の概要 

授業内容の大まかな説明です。 

⑩授業科目の到達目標 

授業が修了した時に到達するべき学修の目標です。 

⑪授業スケジュールと内容 

内容・・・1回の授業がどのような内容で構成されているか 

授業方法・・・講義、演習、実習など 

課題/小テスト・・・その授業の回に課題や小テストが課されている場合は記載されます。予習の内容が

書かれている場合もあります。 

⑫使用テキスト 

授業で使用するテキストの情報です。プリント等オリジナル教材を使用する場合もあります。 

シラバスの見方 

⑪ 
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シラバスの使い方 

 

シラバス（授業計画書）は、各授業科目の概要のことです。 

あらかじめ学生の皆さんに授業の進め方、学習内容、学習のねらいや評価方法を提示することに

よって、授業の流れをよく理解してもらい、より計画的に、主体的に、効果的に学習できることを

目的に作成したものです。 

 シラバスを読めば、科目担当教員が皆さんにどのようなことを修得してほしいのか、また、何を

どこまで、どのような方法で授業するのかを事前に知ることができます。専門学校での授業は、 

予習➡授業➡復習のサイクルを確立することが基本であり、最も大切です。シラバスを有効に活用

して、自分に合った学習のパターンや方法を見つけ、学習に取り組んでください。 

  

  

 

【授業を受ける前に】 

１．科目の到達目標には、その科目を勉強することによって皆さんに身につけてほしい目標が記

載されています。この科目で身につけるべきことは何かを確認しましょう。 

２．授業の概要・内容・進め方を確認し、自分が何を学ぶのかイメージした上で、計画を立てて

学習に臨みましょう。 

３．各回のキーワードはその授業で覚えてほしい重要なもの（将来的には国家試験にも関連する

事柄も含む）として示してあります。各回の授業で自分が理解できたかどうかを振り返る上

でのポイントとなります。 

４．使用テキスト・参考書については何を使用するのか事前に確認し、準備しましょう。 

５．「この科目の基礎となる科目」は、この科目を学ぶ上でベースとなる科目です。また、「この

科目を基礎とした科目」はこの科目で学んだことを用いて発展させることを目指す科目です。

科目同士のつながりを意識しながら、効果的に学びましょう。 

６．「成績評価の方法」にはこの科目の評価に用いる試験や課題などの情報を示してあります。課

題レポート・出席状況・小テストなども含まれる科目がありますので、よく確認しましょう。 

７．提出物のある科目については、各学科のルールを確認の上、締め切りを守りましょう。専門

職を目指す皆さんには、時間管理や、ルールを守ることも基本的な力として身につけてほし

いと考えています。 

 

 

シラバスの大まかな使い方は以上ですが、わからないことがあれば、遠慮なく教員に聞いてくだ 

さい。 



別表Ⅰ－６

看護学科　　授業科目一覧
指定規則
単位数 単位数 時間数 単位 時間 単位 時間 単位 時間

論 理 学 1 30 1 30
情 報 科 学 1 15 1 15
生 活 科 学 1 15 1 15
教 育 学 1 15 1 15
倫 理 学 1 15 1 15
社 会 学 1 15 1 15
心 理 学 1 30 1 30
人 間 関 係 論 1 30 1 30
カ ウ ン セ リ ン グ 論 1 15 1 15
家 族 論 1 15 1 15
地 域 論 1 15 1 15
英 語 1 30 1 30
運 動 と 健 康 Ⅰ 1 30 1 30
運 動 と 健 康 Ⅱ 1 15 1 15

14 14 285 10 225 4 60 0 0
生 化 栄 養 学 1 30 1 30
人体の構造と機能総論 1 30 1 30
人 体 の 構 造 と 機 能 Ⅰ 1 30 1 30
人 体 の 構 造 と 機 能 Ⅱ 1 30 1 30
人 体 の 構 造 と 機 能 Ⅲ 1 30 1 30
人 体 の 構 造 と 機 能 Ⅳ 1 30 1 30
人 体 の 構 造 と 機 能 Ⅴ 1 30 1 30
疾 病 治 療 総 論 1 30 1 30
微 生 物 学 と 感 染 症 1 30 1 30
疾 病 治 療 論 Ⅰ 1 30 1 30
疾 病 治 療 論 Ⅱ 1 30 1 30
疾 病 治 療 論 Ⅲ 1 30 1 30
疾 病 治 療 論 Ⅳ 1 30 1 30
疾 病 治 療 論 Ⅴ 1 30 1 30
疾 病 治 療 論 Ⅵ 1 30 1 30
臨 床 薬 理 学 1 30 1 30
総 合 医 療 論 1 15 1 15
公 衆 衛 生 学 1 15 1 15
社 会 福 祉 論 Ⅰ 1 15 1 15
社 会 福 祉 論 Ⅱ 1 15 1 15
関 係 法 規 1 15 1 15
医 療 と 経 済 1 15 1 15

22 22 570 16 450 5 105 1 15
基 礎 看 護 学 概 論 1 30 1 30
基 礎 看 護 学 方 法 論 Ⅰ 1 30 1 30
基 礎 看 護 学 方 法 論 Ⅱ 1 30 1 30
基 礎 看 護 学 方 法 論 Ⅲ 1 30 1 30
基 礎 看 護 学 方 法 論 Ⅳ 1 30 1 30
基 礎 看 護 学 方 法 論 Ⅴ 1 30 1 30
基 礎 看 護 学 方 法 論 Ⅵ 1 30 1 30
基 礎 看 護 学 方 法 論 Ⅶ 1 30 1 30
看 護 過 程 1 30 1 30
看 護 研 究 1 30 1 30
臨 床 看 護 総 論 1 15 1 15
基 礎 看 護 学 実 習 Ⅰ 1 45 1 45
基 礎 看 護 学 実 習 Ⅱ 2 90 2 90
地域・在宅看護学概論 1 30 1 30
地域・在宅看護方法論Ⅰ 1 15 1 15
地域・在宅看護方法論Ⅱ 1 15 1 15
地域・在宅看護方法論Ⅲ 1 15 1 15
地域・在宅看護方法論Ⅳ 1 30 1 30
地域・在宅看護方法論Ⅴ 1 30 1 30
地域・在宅看護論実習 2 2 90 2 90
成 人 看 護 学 概 論 1 30 1 30
成 人 看 護 学 方 法 論 Ⅰ 1 30 1 30
成 人 看 護 学 方 法 論 Ⅱ 1 30 1 30
成 人 看 護 学 方 法 論 Ⅲ 1 30 1 30
成 人 看 護 学 方 法 論 Ⅳ 1 30 1 30
成 人 看 護 学 方 法 論 Ⅴ 1 30 1 30
成 人 看 護 学 実 習 Ⅰ 2 90 2 90
成 人 看 護 学 実 習 Ⅱ 2 90 2 90
成 人 看 護 学 実 習 Ⅲ 2 90 2 90
老 年 看 護 学 概 論 1 30 1 30
老 年 看 護 学 方 法 論 Ⅰ 1 30 1 30
老 年 看 護 学 方 法 論 Ⅱ 1 15 1 15
老 年 看 護 学 方 法 論 Ⅲ 1 30 1 30
老 年 看 護 学 実 習 Ⅰ 2 90 2 90
老 年 看 護 学 実 習 Ⅱ 2 90 2 90
小 児 看 護 学 概 論 1 30 1 30
小 児 看 護 学 方 法 論 Ⅰ 1 15 1 15
小 児 看 護 学 方 法 論 Ⅱ 1 30 1 30
小 児 看 護 学 方 法 論 Ⅲ 1 30 1 30
小 児 看 護 実 習 2 2 90 2 90
母 性 看 護 学 概 論 1 30 1 30
母 性 看 護 学 方 法 論 Ⅰ 1 15 1 15
母 性 看 護 学 方 法 論 Ⅱ 1 30 1 30
母 性 看 護 学 方 法 論 Ⅲ 1 30 1 30
母 性 看 護 学 実 習 2 2 90 2 90
精 神 看 護 学 概 論 1 30 1 30
精 神 看 護 学 方 法 論 Ⅰ 1 15 1 15
精 神 看 護 学 方 法 論 Ⅱ 1 30 1 30
精 神 看 護 学 方 法 論 Ⅲ 1 30 1 30
精 神 看 護 学 実 習 2 2 90 2 90
看 護 の 統 合 と 実 践 Ⅰ 1 30 1 30
看 護 の 統 合 と 実 践 Ⅱ 1 30 1 30
看 護 の 統 合 と 実 践 Ⅲ 1 15 1 15
看 護 の 統 合 と 実 践 Ⅳ 1 30 1 30
看護の統合と実践実習 2 2 90 2 90

66 66 2,190 16 480 31 915 19 795
102 102 3,045 42 1,155 40 1,080 20 810

基 礎 分 野 ・ 小 計

区分 教育内容 授業科目名
学校指定 3年次

基
礎
分
野

科学的思考の基盤

14
人間と生活・社会の

理解

1年次 2年次

老年看護学

専
門
基
礎
分
野

人体の構造と機能
・

疾病の成り立ちと
回復の促進

16

健康支援と
社会保障制度

6

専 門 基 礎 分 野 ・ 小 計

合　　　　　　　　　　　　計

4

2

小児看護学
4

母性看護学
4

専
門
分
野

基礎看護学
11

3

地域・在宅看護論
6

成人看護学

6

2

精神看護学
4

看護の統合と実践
4

専門分野　小計



 
 

 

 

 

 



 
 

 



 
 

 



 
 



 
 



 
 



 
 

授業科目名 

担当教員名 

開講年度 

年  次 

単 位 数 

授業科目の概要 

授業科目の到達目標 



 
 



 
 



 

 

授業科目名  社会学 実務経験講師  

担当教員名  戸叶 順子 実務経験  

開講年度 2026 年度 学  期 前期 

年  次 １年次 授業回数 ７回 

単 位 数 １単位 単位時間数  １５時間 

授業科目の概要  

看護の対象者は社会の中の一員である。対象者を理解するにはまずは社会の概念を理解す

ることが必要である。現代の社会情勢、保健情勢を知ることは対象者の理解につながる。ま

た、社会と健康のつながりを知ることにより、看護に生かすことができる。 

授業科目の到達目標  

１．社会と人との関りを理解する。 

２．物事を社会の中で多角的に、時に批判的にみる社会学的な見方ができる。 

３．看護と社会の密接なかかわりと影響力、社会の中での位置づけを理解する。 

授業スケジュールと内容  

回   内   容 授業方法 課題／小テスト 

1 
社会学の基礎概念  

社会学的視点からのモノの見方  

講義  

2 
社会学の諸領域と保健医療 

社会調査の理論と技法  

講義  

３ 
健康・病気・ストレスの新しい見方ととらえ方  

健康・病気の社会格差  

講義  

4 
「働き方」「働かせ方」と健康・病気  

健康・病気行動と病経験  

講義  

5 
患者―医療者関係とコミュニケーション 

保健医療の専門職とアクター 

講義  

6 
性・ジェンダー・家族と保健医療  

地域社会と保健医療  

講義  

7 
保健医療福祉システムと現代的変化  

ケアの社会学 

講義  

８ 終講試験   

 

使用テキスト 系統看護学講座 社会学 医学書院 

参考書・資料 等 文化人類学 

この授業科目の前提と

なる主な科目 

基礎分野 

この授業科目から発展

する主な科目 

専門基礎分野 専門分野Ⅰ 専門分野Ⅱ 統合分野 

成績評価の方法  評価配点：終講試験 100 点 



 
 



 
 



 
 



 
 

回  内   容  授業方法  課題／小テスト  



 
 



 
 

 



 
 

 

 

 



 
 



 
 



 
 



 
 



 

 

授業科目名  運動と健康Ⅰ（講義・実技） 実務経験講師 〇 

担当教員名  比田博隆 理学療法学科教員 実務経験  

開講年度 2026 年度 学  期 前期 

年  次 １年次 授業回数 １５回 

単 位 数 １単位 単位時間数  ３０時間 

授業科目の

概要 

看護の対象者の健康を維持するためには運動は必要である。運動が生体への影響と健康の

つながりを学び、健康維持のため運動の必要性を理解する。学生自身も実技で運動すること

により、運動の必要性を実感し対象者へすすめることができる。 

授業科目の

到達目標 

１．運動の必要性を理解する。 

２．運動が生体へ及ぼす影響を学ぶ。 

３．実技で運動することにより、運動の効果を実感できる。 

４．運動の必要性を対象者に説明できる。 

授業スケジュールと内容 

回   内   容 授業方法 課題／小テスト 

1 

～ 

14 

運動の必要性 

運動と健康の関係  

健康増進のための運動  

障がい者スポーツ（９，１０，１１．１２回目） 

実技 バレーボール等  

講義 

実技 

 

 

15 終講試験 実技  

 

使用テキスト なし 

参考書・資料 等 なし 

この授業科目の前提と

なる主な科目 

基礎分野 

この授業科目から発展

する主な科目 

生化栄養学、人体の構造と機能、疾病と治療  

専門分野 統合分野 

成績評価の方法  実技評価：出席度 比田 100 点 

その他 

受講生への要望等  

ストレッチを十分し、ケガには注意してください。 



 
 



 
 



 
 

 



 
 



 
 



 
 



 
 



 
 



 
 



 

 

授業科目名  人体の構造と機能Ⅴ（生殖器系と発生、生体防御系） 実務経験講師 - 

担当教員名  山口俊平 実務経験 - 

開講年度 2026 年度 学  期 後期 

年  次 １年次 授業回数 １５回 

単 位 数 １単位 単位時間数  ３０時間 

授業科目の概要  

人体の構造と機能は医学体系の中で最も基礎になる領域である。この科目では、正常な人体

の構造と機能、また、それらの関連について学習する。更に、人体が生命活動を維持する仕組

みについて、系統的に学び、科学的な看護実践の基盤とする。 

授業科目の到達目標  

１. 生殖器の構造と機能を理解する。 

２.人体の発生過程を理解する。 

３．皮膚の構造と機能、生体防御機構を理解する。 

授業スケジュールと内容  

回   内   容 授業方法 課題／小テスト 

1 生殖器系（1）男性生殖器の構造と機能  講義  

2   〃 講義  

3 生殖器系（2）女性生殖器の構造と機能  講義  

4   〃 講義  

5 生殖器系（3）受精と胎児の発生  講義  

6 生殖器系（4）胎盤と臍帯  講義  

7 生殖器系（5）成長と老化 講義  

8 生殖器系（6）まとめ（練習問題と解説） 講義・演習  

9 生体防御機構（1）皮膚の構造と機能  講義  

10 生体防御機構（2）免疫系  講義  

11 生体防御機構（3）生体防御の関連臓器  講義  

12 生体防御機構（4）体温とその調節、代謝と運動 講義  

13 生体防御機構（5）生体恒常性 講義  

14 生体防御機構（6）まとめ（練習問題と解説） 講義・演習  

15 終講試験   

 

使用テキスト 系統看護学講座 解剖生理学 医学書院 

参考書・資料 等 書いて覚える解剖生理ワークブック 照林社 

この授業科目の前提と

なる主な科目 

人体の構造と機能総論 

この授業科目から発展

する主な科目 

専門分野 統合分野  疾病治療論 

成績評価の方法  評価配点：終講試験 100 点 



 
 



 
 



 
 



 
 



 
 



 
 



 
 



 
 



 
 



 
 



 
 



 
 

 



 
 



 
 



 

 

授業科目名  基礎看護学概論 実務経験講師 〇 

担当教員名  今井貴子 塚田優 鴇直人 実務経験 看護師 

開講年度 202６年度 学  期 前期 

年  次 １年次 授業回数 １５回 

単 位 数 １単位 単位時間数  ３０時間 

授業科目の概要  

看護学概論は看護の土台である「看護とは何か」「看護師の職業とは」「看護の対象である人

間とはどのような存在なのか」を学ぶ。そして、人をお世話するにあたっての基本となる姿

勢・考え方を培っていく。 

授業科目の到達目標  

１．看護の原点と本質、看護の理念について学ぶ。 

２．人間、環境、健康、看護の概念とそれぞれの相互関係について理解する。 

３．現在の看護を取り巻く社会と医療の動向を知る。 

４．看護者としての職業倫理を理解し、自覚と責任を持つ姿勢を培う。 

５．広がる看護の役割、活動領域について考える。 

授業スケジュールと内容  

回   内   容 授業方法 課題／小テスト 

1 

看護を学ぶにあたって 

看護とは 

看護の歴史、看護の定義  

講義  

2 ナイチンゲールの環境論の詳細、環境論の演習  講義 個人ワーク 

3 ナイチンゲールの環境論の詳細、ナイチンゲールの看護教育  講義  

4 
ヘンダーソン看護論、看護の基本となるもの 、他理論化による看護理論

家の看護論、私たちの生活と医療（総合医療論） 

講義 個人ワーク課題  

上都賀病院の概要  

5 
病院見学 臨床講義 

見学 

上都賀病院 

6 
病院見学 臨床講義 

見学 

上都賀病院 

7 看護の対象の理解 人間の心と体を知る  人間の暮らしの理解  講義  

8 国民の健康状態と生活  講義  個人ワーク    

9 現在の医療福祉情勢をグループワーク          

10              〃          発表   

11 自身の生活改善リサーチ  グループワーク 

12 自身の生活改善対策、発表   グループワーク 

13 

看護における倫理  

現代社会と倫理  

医療をめぐる倫理の歴史的経緯と看護倫理   

看護実践における倫理問題への取り組み 

看護職の倫理綱領      

 

講義 

 



 

 

14           〃 講義  

15 終講試験   

 

使用テキスト 系統看護学講座 看護学概論 

参考書・資料 等 
ナイチンゲールの看護覚え書  西東社 

 

この授業科目の前提と

なる主な科目 

基礎分野 

この授業科目から発展

する主な科目 

専門分野 統合分野 

成績評価配点 終講試験 90 点 グループワークレポート 10 点 

その他 

受講生への要望等  

 

 



 
 

 



 
 



 
 

 



 
 



 
 



 
 



 
 



 
 



 
 



 
 



 

 

 

授業科目名  基礎看護学方法論Ⅵ（診察・検査・処置） 実務経験講師 〇 

担当教員名  宮崎 裕子  鴇 直人 実務経験 看護師 

開講年度 2026 年度 学  期 後期 

年  次 1 年次 授業回数 15 回 

単 位 数 1 単位 単位時間数  30 時間 

授業科目の概要  

看護師は「療養上の世話」または「診療の補助」を行うことを業とするとされており、この科目

では、診療に伴う看護技術を学習する。バイタルサイン測定やフィジカルアセスメントで得られ

た結果から、体温調整や呼吸・循環を整える必要がある対象に対しての援助技術を学ぶ。医

師の指示のもと実施する酸素吸入療法や、創処置、包帯法などの創傷管理技術に加え、検査

時の看護の役割などについても学習する。 

授業科目の到達目標  

1．体温・循環を整えるための方法が説明できる。 

2．酸素吸入療法の目的・援助方法とその根拠がわかる。 

3．排痰ケア、吸入療法の目的・援助方法とその根拠がわかる。 

4．包帯法の種類・目的・援助方法とその根拠がわかる。 

5．診察・検査時の看護師の役割を理解し、援助方法が説明できる。 

6．簡易血糖測定、12 誘導心電図の方法や留意点が分かり、安全に実施することができる。 

授業スケジュールと内容  

回 担当教員   内   容 授業方法 課題／小テスト 

1 宮﨑 呼吸を整える技術、援助の基礎知識、酸素療法  講義  

2 宮﨑 呼吸を整える技術：酸素療法 講義  

3 
宮﨑 呼吸を整える技術：肺痰ケア、体位ドレナージ、胸腔ドレナー

ジ 
講義・演習  

4 宮﨑 呼吸を整える技術：吸入、吸引 講義・演習  

5 宮﨑 症状・生体機能管理技術の基礎知識、検体検査 講義  

6 
宮﨑 症状・生体機能管理技術、検体検査、生体情報のモニタリン

グ、簡易血糖測定、12 誘導心電図 
講義・演習  

7 
宮﨑 症状・生体機能管理技術、検体検査、生体情報のモニタリン

グ、簡易血糖測定、12 誘導心電図 
講義・演習  

8 鴇 創傷管理の基礎知識  講義  

9 鴇 創傷処置：止血法・創洗浄・創保護  講義・演習  

10 鴇 体温管理基礎知識、体温調節の援助：罨法 講義・演習  

11 鴇 褥瘡の基礎知識、予防  講義  

12 鴇 処置：包帯法、褥瘡予防  演習  

13 鴇 診察・検査・処置における技術：介助法、検体の取り扱い 講義・演習  

14 鴇 末梢循環促進ケア：弾性ストッキング 講義・演習   

15  終講試験   



 

 

 

 
 

使用テキスト 
系統・専門分野Ⅰ 基礎看護学技術Ⅰ（医学書院） 

系統・専門分野Ⅰ 基礎看護学技術Ⅱ（医学書院） 

参考書・資料 等 看護がみえる（メディックメディア）①②③ 

この授業科目の前提と

なる主な科目 
人体の構造と機能、臨床看護総論  

この授業科目から発展

する主な科目  
基礎看護学方法論Ⅱ～Ⅶ、臨床看護総論、疾病治療論、臨床薬理学、看護過程、実習 

成績評価の方法  終講試験：小堀 50 点 鴇 50 点 

その他 

受講生への要望等  

この科目では、看護師の役割の中でも、診療の補助としての看護技術を学習する。そのため、

人体の構造と機能に加え、疾病論や薬理などの専門基礎分野との関連がより強く求められる

科目となる。他科目の復習や確認をしながら、学習内容の理解を深め、患者さんが不安なく処

置や検査を受けられるよう、技術を習得して欲しい。 
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